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事
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心
に

-金

子

寛

哉

一
、
は
じ
め
に

『
浄
土
法
事
讃
』
が
善
導
大
師
の
著
作
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
は
今
更

言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の

『
法
事
讃
』
に

つ
い
て
は
祖
師

の
「
注
釈

疏
」
を
初
め
、
既
に
多
く
の
研
究
が
為
さ
れ
て
い
る
。
今
回

こ
の

『
法

事
讃
』
を
取
り
挙
げ
た
の
は
こ
れ
迄

の
先
学

が
行
な

っ
た

よ
う
な
、

『
法
事
讃
』
自
体
に
対
す
る
研
究
成
果
を
述
べ
よ
う
と
言
う
意
味
か
ら

で
は
な
い
。
こ
れ
を
取
り
挙
げ
た
の
は
、
私
が
最
近
、
中
国
洛
陽
竜
門

に
あ
る
奉
先
寺
の
「
鷹
舎
那
像
寵
記
」
を
調
べ
、
こ
の
「
盧
舎
那
仏
」

と
善
導
大
師

の
関
わ
り
を
考
え
て
い
る
中
に
、
幾

つ
か
の
点
で
特
に
ご

(
1
)

の

『
法
事
讃
』
が
注
目
さ
れ
た
為
で
あ
る
。

言
う
迄
も
な
く

こ
の
罷
記
中
に
は
検
校
僧
と
し
て
「
実
際
寺
善
道
禅

師
」

の
名
前
が
見
ら
れ
、
浄
土
の
祖
師
と
し
て
の
善
導
大
師

の
伝
記
を

考
え
る
上

で
は
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い
根
本
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
寵
記
そ
の
も
の
に
対
す
る
研
究
は
、
牧

(
2
)

田
諦
亮
博
士
の
「
人
間
像
善
導
」

の
稿
以
外
、
あ
ま
り
多
く
は
見
ら
れ

な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
善
導
と
盧
舎
那

仏
と
の
関
わ
り
を
、

『
法
事
讃
』
を
通
し
て
改
め
て
検
討
し
て
み
た

い
と
考
え
た

の
で
あ

る
。

二
、
『
法
事
讃
』

の
願

文

…
随
意

文

と
盧
舎
那
像

の
造

営

善
導
と
盧
舎
那
仏
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
二

つ
の
点
が
注
意
さ
れ

る
。
そ
の

一
つ
は
、

こ
れ
迄
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
研
究
成
果

の
整
理

で
あ
り
、
今

一
つ
は
盧
舎
那
仏
の
像
容
上
の
特
色

か
ら
、
そ
の
特
色
と

な
っ
て
い
る
事
項
と
善
導
大
師
の
著
作
中
に
記
さ
れ
る
記
事
の
同

一
性

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
言
う
迄
も
な
く

『
法
事
讃
』
の
末
尾
に

あ
る
「
願
文
」

と
「
随
意
文
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
「
盧

舎
那
仏
」
を
説
く

『
華
厳
経
』
及
び
そ
の
台
座
蓮
辮
上
に
彫
ま
れ
る
化

仏
の
像
が

『
梵
網
経
』
の
説
に
依
る
と
言
わ
れ
る
点
か
ら
、
善
導

の
著

作
中
に
お
け
る

『
華
厳
経
』
『
梵
網
経
』
に
関
わ
る
要
素

を
検
討

し
て
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見
よ
う
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
後
者

の
事
項
を
検
討
す

る
中
に

『
法
事
讃
』
の
文
中
に
も
そ
の
関
連
事
項
が
幾

つ
か
見
ら
れ
た
の
で
、

本
稿
で
は
そ
れ
等
の
文
を
中
心
に
考
え
て
見
た
い
と
思
う
。

そ
れ
で
は
最
初

に

『
法
事
讃
』
の
,
 
末
尾

に
見

ら
れ
る
「
願
文
」
と

「
随
意
文
」
に

つ
い
て
見
る
と
、
「
願
文
」

と
は

『
法
…事
讃
』
巻
下
末

尾
に
あ
る
次
の
文
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち

ス

バ

シ

(1
)
 
又
願

此
功
徳
資

二
益

バ

ヲ

ク

ク

シ

ル
コ
ト

ス

大
唐
皇
帝
一福
基
永
固
聖
化
無
レ窮

又
願

ニ
シ
テ

セ
ソ

ヲ

ス

皇
后
慈
心
平
等

哀
二懲

六
宮
一

又
願

ヨ
リ
モ

ク

バ

ニ

ル
コ
ト

ト
シ
テ

シ
テ

ニ

皇
太
子
承

レ恩
厚

レ地

同

二山
岳

之

莫
7
移

福

命

唐

唐

類

二
槍
波

一而

シ

ル
コ
ト

無
レ尽

と
言
う
文
で
あ
り
、
又
「
随
意
文
」
と
言
う
の
は
、

ヘ

テ

ヘ

ヲ

ス

ニ

バ

ニ

ニ

テ

ニ

テ

ヨ

ト

(2
)唱
寛
即
云
二随
意

一

白

二
行
者
等

二

切
時

常

依
二
此
法

一以
為

二恒
式

一応
レ

知
。

送
レ
経
致

二何
処
。

送
至
二
摩
尼

宝

殿

中

殉
送

レ
経
致

二
何

処

袖
送

至
二

(
3
)

竜
宮
大
蔵
中
。
送
レ経
致
二何
処
。
送
至
二西
方
石
窟
宝
函
中
幻

と
言
う
文

で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
文
に
つ
い
て
は
既
に
久
本
実
円
氏
が

(4
)

詳
し
く
考
証
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
、
最
初
の

の
「
願
文
」
に
対
す
る
久
本
氏
の
推
論
に
よ
れ

ば
、
本
文
申
の
「
大
唐
皇
帝
」
と
は
「
高
宗
」

の
こ
と

で
あ
り
、
「
皇

后
」

と
は
「
則
天
武
后
」

の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
「
皇
太
子
」
と
は

代
王
弘
L

の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
推
定
の
上
に
た
っ
て

氏
は

『
法
事
讃
』

の
製
作
年
時
を
、
高
宗
、

武
后
、
皇
太
子
弘
の
三
皇

が
そ
ろ
い
、
中
で
も
代
王
弘
が
皇
太
子
と
な

っ
た
顕
慶
元

(六
五
六
)
年

を
起
点
と
し
た
そ
れ
程
遠
く
な
い
時
期
、

つ
ま
り
善
導
四
十
四
、
五
歳

頃
の
著
作
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
推
論
に
立

っ
て

考
え
た
場
合
、

こ
の
説
は
極
め
て
妥
当
な
見
解
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、

こ
れ
の
み
で
は
、

一
応
の
推
定
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
極
め
て
漠
然
と
し
て
い
る
感
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

武
后
が
正
式
に
皇
后
の
位
に
つ
い
た
の
は
永
微
五

(六
五
五
)
年
十
月

で
あ
り
、
代
王
弘
が
皇
太
子
に
な

っ
た
の
は
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
翌

年

の
五
月
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
の
み
か
ら
考
え
れ
ば
久
本
氏
の
言
わ
れ

る
ご
と
く
確
か
に
善
導
四
十
四
、
五
歳
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
は
善
導
大
師
が

こ
の
頃
唐
朝
廷
と
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ
り
、
又
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
、

三
皇
の
こ
と
を
願
文

に
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に

つ
い
て

の
久
本
氏
の
指
摘
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
。

善
導

の
著
作
全
体
を
通
じ
て
見
て
も
こ
の
よ
う
な
願
文
は
こ
れ
し
か

見
ら
れ
ず
、
非
常
に
特
異
な
性
格
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

願
文
が
当
時
単
な
る

一
般
的
な
法
要
の
時
に
用

い
ら
れ
る
儀
礼
的
、
形

式
的
な
も
の
と
す
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
さ
も
な
け
れ
ば
唐

室

(特
に
前

述
し
た
三
皇
)
と
善
導
と
が
何
等
か
の
係
わ
り
を

も

っ
て
初
め

て
記

さ

れ
る
べ
き
性
格

の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
竜
門

第
十

一
窟
、
恵
簡
洞
に
あ
る
。

大
唐
威
亨
四
年
十

一
月
七
日
、
西
□
京
□
寺
法
僧
恵
簡
、
奉
二為
皇
帝
皇
后

『
浄
土
法
事
讃
』

に

つ
い
て
 
(
金

子
)
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『浄
土
法
事
讃
』
に
つ
い
て
 (金

子
)

(得
)

太
子
周
王
、
敬
造
弥
勒
像

一
籠
二
菩
薩
神
王
等
並
徳
二成
就
殉
伏
願
皇
帝
聖

(化
)

(代
)(5
)

花
無
窮
殿
下
諸
王
福
延
萬
伐

と
言
う
願
文
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
指
摘
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
「

こ
の
中
の
太
子
周
王
と
は
高
宗
の
第
七
子
で

あ
り
、

母
は
武
后
で
あ

っ
て
、
の
ち
に
即
位
し
て
中
宗
と
な
る
人
で
あ

る
。

こ
の
願
文
の
記
さ
れ
た
成
享
四

(六
七
三
)
年
に
は
ま
だ
代
王
弘
が

皇
太
子
と
し
て
在
位
し
た
時
に
あ
た
る
。
そ
の
皇
太
子
を
さ
し
お
い
て

特
に
太
子
周
王
を
記
す
る
の
は
そ
の
後
の
状
況
と
考
え
併
せ
て
興
味
深

(6
)
 

いちく

い
も
の
が
あ
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
今
こ
こ
で

一
一
あ
げ
る
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
願
文
を

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
注
意
す
べ

き
も
の
は
他
に
も
幾

つ
か
見
得
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
は
と
も
角
、

こ
こ

で
考
え
る
べ
き
こ
と
は

『
法
事
讃
』
に
記
す
願
文
が
単
な
る
形
式
的
な

も
の
で
は
な
く
て
、
唐
室
と
善
導
と
の
何
等
か
の
関
わ
り
を
示
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

若
し
も
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
妥
当
と
す
れ
ば
、
善
導
が
唐

室
と
表
面
的
に
関
わ
り
を
持

つ
に
到

っ
た
の
は
、
今
日
知
り
得
る
範
囲

内
で
最
も
明
ら
か
な
事
は
何
と
言

っ
て
も
盧
舎
那
像
造
営

の
時
の
検
校

と
し
て
の
役
職
に
つ
い
た
時
で
あ
る
。
即
ち
、
盧
舎
那
像
造
営
の
工
事

が
は
じ
め
ら
れ
た
の
は
威
亨
三

(六
七
二
)
年
で
あ
り
、

こ
の
時
善
導
は

六
十
歳
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
更
に
押
し
進
め
て
見
る
と
、
善
導
自
身
に
よ

る
表
面
的

な
関
わ
り
で
は
な
い
が
、
善
導
と
高
宗
若
し
く
は
唐
室
と
の

間
接
的
な
関
わ
り
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

総
章
元

(
六
六
八
)
年
、

懐
憧
 が
高
宗
に
要
請
さ
れ
て
官
吏
に
な
る
べ
き
所
を
敢
え
て
辞
退
し
て

(
7
)

出
家
し
、
善
導
に
師
事
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ

る
。
若
し
も
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
通
じ
て
、
善
導
が
唐
室
の
誰
か
と
具
体
的
な
関
わ
り
を
持

っ

た
と
す
れ
ば
、

こ
の
頃
善
導
は
五
十
六
歳
で
あ

っ
た

こ
と
に
な
る
。

一
方
、

こ
の
願
文
が
記
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
下
限
の
時
期
は
あ
る
程
度

定
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
上
元
元

(
六
七
四
)
年
、

皇
帝

を
「
天
皇
」
、
皇

(8
)

后
を
「
天
后
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
定
め
た
の
に
対

し
て
、
今
の
「
願
文
」

が
こ
の
呼
称
を
用
い
て
い
な
い
。
従

っ
て
こ
の
願
文
が
六
七
四
年

(善

導
六
十
二
歳
)
以
前
の
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の

『
法
事
讃
』
の
願
文
が
記
さ
れ
た
年
時

の
推
定
は
、
善
導
大
師

の
著
作

の
前
後
、
若
し
く
は
著
作
の
撰
述
時
期
を
き
め
て
行
く
上
で
、

非
常
に
重
要
な
役
割
を
持

つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
行
な
う
場
合
、
以
上

述
べ
た
事
項
も
含
め
て
充
分
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

次
に

の
「
随
意
文
」
に
対
す
る
久
本
氏
の
説
を
見
る
と
、
文
中
の

「
摩
尼
宝
殿
」
を
「
牛
頭
山
の
支
提
」

に
、
「
竜

宮

大
蔵
」
を
「
亀
絃

の
キ
ジ
ル
千
仏
洞
」

に
、
「
西
方
石
窟
」

を
轍
焼

の
「
莫
高
窟
」

に
そ

(9
)

れ
そ
れ
比
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
比
定
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
今
速
断
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
し
か
し
、

こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
、

既
に
多
く
の
先
学
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
善
導
大
師
が
石
窟
に
強

い
関
心
を
示
し
て
い
る
と
言
う
事
と
、
ま
た
竜

門
奉
先
寺
の
盧
舎
那
像
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造
営
の
検
校
を
務
め
て
い
る
事
と
の
必
然
性
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
言
う
事
で
あ
る
。
こ
の
事
に
関
連
し
て
今

一
つ
考
え
ら
れ

る
の

は
、
善
導

の
願
文
が
記
さ
れ
た

『
阿
弥
陀
経
』
の
断
片
が
西
域
地
方
か

ら
発
見
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
善
導

の
願
経
が
西
域
か

ら
発
見
さ
れ
た
事
と
、
今
の

『
法
事
讃
』
の
随
意
文
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
触
れ
る
な
ら
ば
、
「
随
意
文
」

の
中
に
は
「
何
経
」
を
送

る
と
い

う
経
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
点
に

つ
い
て
も
既
に
指

摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
善
導

の
伝
記
等
か
ら
考
え

て
へ
『法
事
讃
』

の
末
尾
の
「
随
意
文
」

に
記

す
「
経
」
と
は
、
『法
事
讃
』
自
体

と
の

関
わ
り
か
ら
考
え
て
も

『
阿
弥
陀
経
』
で
あ
る
こ
と
は
略
ま
ち
が
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
若
し
も
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の

『
法
事
讃
』
を
修

し
た
時
点
で
送
ら
れ
た
経
文
と
は
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
願
文
が
記
さ

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
所

へ
送
ら
れ
た

『
阿
弥
陀
経
』
だ

っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る

と
す
れ
ば
、
『
阿
弥
陀
経
』
・願
文
の
中
に
記
さ
れ
る
内
容
と

『
法
事
讃
』

の
思
想
的
背
景
を
ほ
ぼ
同

一
時
期
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
そ
れ
程
無

理
な
推
定

で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
善
導

が

『
阿
弥
陀
経
』
に
記
し
た
願
文
を
見
る
と
幾

つ
か
の
興
味
を
引
く
文

字
が
見
ら
れ
る
。
今
そ
の
文
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

願
往
生
比
丘
善
導
願
写
弥
陀

者
罪
病
消
除
福
命
長
遠
仏
言
若

此
経
願
生
浄
土
相
無
数
化
仏
恒
沙
菩
薩
…
…

又
不
令
諸
悪
横
得
其
便
終
時
見
仏
上
品
…
…

得
上
品
生
専
心
者

皆
同
此
輩
往
生
、

と
あ
る
。
こ
の
文
と

『
法
事
讃
』
の
文
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
、
既

(
10
)

に
牧
田
博
士
や
佐
藤
成
順
氏
の
考
察
が
あ
る
の
で
そ
れ
に
譲
り
、

こ
こ

で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
牧
田
博
士
が
述
べ
る
次

の
事
項
で
あ
る
。

こ
の

願
文
の
最
初
の
二
行
に
あ
る
。

往
生
を
願
う
比
丘
善
導
が
弥
陀

(経
)
を
写
し
た
い
と
願
う
(ゆ
え
ん
)
は
、

罪
病
を
消
除
し
、
福
命
を
長
遠
な
ら
ん
こ
と
を
、

と
い
う
中
の
、
「
罪
病
消
除
、
福
命
長
遠
」

が
、
「
中
国
人
に
と

っ
て
は

経
典
ハ書
写
が
直
接
に
延
寿
増
益
に
結
ん
で
い
る
」
の
で
あ
り
、

ま
た
病

気
平
癒
や
寿
命
増
益
の
願
い
が
、
種

々
の
古
写
経
の
願
文
中
に
見
え
る

例
を
指
摘
し
、
善
導
願
文
の
こ
の
語
が
中
国
人

の
信
仰
に
根
ざ
す
現
世

(
11
)

利
益
的
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
の
点
か
ら
善
導

の

『
法
事
讃
』
に
説
く
罪
病
消
除
等
の
現
世
利
益
的
な
考
え
方
と
の
関

連
性
を
中
心
に
追
求
す
れ
ば
、

こ
の
「
願
経
」

と

『
法
事
讃
』
と
の
関

わ
り
が
更
に
明
確
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尤
も
、

こ
の
願
経
の
今

の
文
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
佐
藤
氏
の
稿
に
於
て
、
他
の
事
項
も
含

め
て
で
は
あ
る
が
、
既
に
か
な
り
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今

は
そ
れ
に
譲
る
。

そ
れ
は
兎
も
角
、
『法
事
讃
』
と
「
願
経
」
が
前
述
の
如
き
関

わ
り

を
持

つ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
を
通
し
て
、
善
導
が
石
窟
に
対
し
て
強

い
関

『
浄
土
法

事
讃
』

に

つ
い
て
 
(
金

子
)
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『浄
土
法
事
讃
』
に
つ
い
て
 (金

子
)

心
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
、
今

一
つ
の
例
証
と
な
し
得
よ
う
。

三
、
『
法
事
讃

』

と
「
盧

舎
那
仏
」

と
の
関
わ
り

最
初
に
述

べ
た
よ
う
に
、
善
導
大
師
と
盧
舎
那
仏
と
の
関
わ
り
を
考

え
る
為
の
手
だ
て
と
し
て
、
善
導
大
師
の
著
作
中
に
盧
舎
那
仏
を
中
心

に
説
く

『
華
厳
経
』
の
所
説
、
及
び
鷹
舎
那
仏
の
像
容
中
、
台
座
の
蓮

辮
中
に
化
仏
の
像
が
彫
ま
れ
て
い
る
の
は

『
梵
網
経
』
の
千
葉
釈
迦
仏

の
所
説
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
点
か
ら
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
所
説

を
善
導
の
著
作
中
に
検
討
し
て
見
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
概
略
に
つ
い

(12
)

て
は
既
に
述
べ
た
拙
稿
に
譲
り
、

こ
こ
で
は

『
法
事
讃
』
中
に
見
ら
れ

る
両
経
の
説
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
今
そ
れ
ら
の
関
連

す
る
と
思
わ
れ
る
文
を

『
法
事
讃
』
の
中
か
ら
拾
い
出
し
て
列
挙
す
る

と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

ニ

ル

バ

ヲ

ニ

シ

ヲ

ニ

シ

ノ

(1
)常
作
二不
染
身
口
意
業
、
常
行
二不
退
転
身
口
意
業
、
常
行
二不
動
身
口
意

ヲ

ニ

シ
テ

バ

ヲ

シ

ス

バ

ノ

業

一…
…
中
略

…
…
常

行
二智

慧
身

口
意
業

一覚
悟
成
就
定

慧
成

就
、

此

諸

ハ

ニ

ニ

バ

ノ

シ

シ

セ
ラ
レ
タ
マ
ヘ
リ

菩
薩
常
為
二諸
天
竜
八
部
人
王
梵
王
等
一守
護
、
恭
敬
、
供
養
、

一
切

ニ

リ

ト

リ

ト

リ

ト

リ

ト

リ

ト

テ

ト

ス

バ

ヲ

衆

生
為

レ救
、

為

レ帰
、

為

レ
明
、
為

レ尊
、

為
レ
勝
、
為

レ
上
具
ハ
ニ無
量

行
願

噛

シ

ロ

ス
ル

ニ
シ

ヲ

ス

ヲ

多

レ所

二饒

益
殉
安
二穏

天

人

一利
二
益

一
切
殉

ニ

バ

ス

ノ

ノ

(2
)今
為
二施
主
某
甲
等
一奉
二請
十
方
法
界
人
天
凡
聖
水
陸
虚
空
一
切
香
華
音

ヲ

タ
マ
へ

楽
光
明
宝
蔵
、
香
山
、
香
衣
、
香
樹
、
香
林
、
香
池
、
香
水
ハ
入
二
此
道

ニ

ス

バ

キ

バ

ノ

バ

場

ハ
又
請

二
一
切
宝
樹
、

宝
林
…
…
中
略
…
…
如
レ
是
等
無
量
無
辺
恒
沙
供

ノ

ク

ス

タ
マ
ヘ

バ

ニ

シ
タ
テ
マ
ツ
ル

ノ

ニ

養
種
々
荘
厳
悉
皆
奉
請
入
二
此
道
場
{
供
二養

一
切
仏
舎
利
並
真
法

ニ

タ
マ
ヘ

ノ

ヲ

ニ

カ

バ

ヲ

テ

菩
薩
声
聞
衆
一受
二
此
香
華
雲
荘
厳
供
養
海
↓
為
レ満
二施
主
衆
生
願
唖
随
レ

ニ

シ

シ
テ

シ
タ
マ
ヘ

ヲ

シ

ツ
テ

ニ

シ
テ

シ
タ
テ
マ
ツ
ル

心
変
現
、
受
用

作
二

仏
事
輔
供
養
已
、
人
各
至
心
帰
依
合
掌

礼

バ

リ

タ

テ

ニ

ノ

ニ

(3
)弟
子
道
場
衆
等
自
二
従
膿
劫

一己
来
乃
至
今
身
至

二
於
今

日
、
於

二其

中
間

一

シ
テ

ヲ

ノ

ヲ

ハ

シ

放

二縦

身

口
意
業

一造
二
一
切
罪

↓
或
破
二
五
戒
、

八
戒
、

…
…
中
略

…
…

ヲ

ニ
シ
テ

ラ

四
重

八
戒
等

虚

食
信
施
、

響
諺
邪
見

不

レ
識
二
困
果

一…
…
下
略

…
…

テ

ヲ

キ

ツ

ナ
リ

シ
テ

働
弟
子
衆
等
今
聞

二地
獄

一
心
驚
毛
堅
怖
儂
無
量

…
…
中
略

…
…
今
対

一一三
宝

バ

バ

ニ

ス

ナ
ラ
ソ

道
場
大
衆
前
一発
露
繊
悔

即
安
楽

ハ

チ

レ

ノ

ナ
リ

シ
テ

カ
ン

バ

ノ

ヲ

(5
)貧
瞑

即

是

身

三
業
、
何

開
二浄
土
裏
真
空

一

バ

シ

ノ

テ

ニ

ス

ヲ

シ
テ

(6
)願
往
生
願

往
生
、

西
方
諸
仏
如
二
恒
沙

一各
於

二
本
国

一讃

二如
来

一分

二身

百

バ

ニ

ス

ヲ

(
12
)

億
閻
浮
内
一示
二現
八
相
大
希
奇
一

今

こ
れ
ら
の
文
に

つ
い
て
良
忠
上
人
の

『
法
事
讃
私
記
』
の
註
釈
を
も

と
に
ま
と
め
て
見
る
と
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な

る
。
右
に
掲
示
し
た
文

の

は

『
六
十
華
厳
経
』
浄
行
品
の
文
、

は

『
華
厳
経
』
及
び

『
大

集
経
』
等

の
説
、

は

『
梵
網
経
』
の
所
説

を

受

け
た
も

の
、
四
は

『
梵
網
経
』

の
序

の
説
、

は

『
華
厳
経
』
四
十
の
説
、

は

『
梵
網

(13
)

経
』
の
説
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
の
鰯
に
対
す
る
良
忠
の

『
法

事

讃
私
記
』
に
は
、
「
戯

ト

バ

ニ

ス
レ
ハ

ナ
リ

レ

ハ

セ

シ

悔
即
安
楽
者
梵
網
序
云
、
俄
悔

即
安
楽
、

不
二戯
悔
一罪
益

々
深
」

と

ト

ニ

ニ

の
べ
、
又

に

つ
い
て
は
「
分
身
百
億
等
者
、

梵
網
経
云
、

一
華
百
億

ア
リ

国

等
云
云
」
等
と
釈
し
て
い
る
。
今
こ
れ
等
の
所
説
の
詳

し

い
検
討

を
行
な
う
い
と
ま
は
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
表
面
的
に
見
る
限
り

で
は
善
導
大
師
と
あ
ま
り
直
接
的
に
結
び
つ
か
な
い
「
盧
舎
那
仏
」
や
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『華
厳
経
』
『
梵
網
経
』
の
化
仏
の
思
想
等
も
、
そ
の
内
面

に
於

て
は

深
く
関
わ

っ
て
い
る
面

の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、

ま
と
め

以
上
、
善
導
大
師
の

『
法
事
讃
』
と
奉
先
寺

『盧
舎
那
像
』
と
の
関

わ
り
を
中
心
に
、
幾

つ
か
の
視
点
か
ら
ま
と
め
て
見
た
の
で
あ
る
が
、

検
討
不
充
分
の
為
、

意
を
尽
さ
ぬ
も
の
と
な

っ
た
。
今
後
は
以
上
の
事

項
を
踏
ま
え
て
更
に
検
討
を
進
め
、
『法
事
讃
』
申
に
お
け
る

こ
れ
等

の
文
の
持

つ
意
義
、
善
導
願
経
の

『
法
事
讃
』
願
文
と
の
関
連
、
及
び

善
導
著
作

の
年
時
の
推
定

へ
と
展
開
さ
せ
て
行

き
た

い
と
考

え
て
い

る
。1

 
拙
稿
「
奉
先
寺
「
盧
舎
那
像
籠
記
」
に
つ
い
て
、
」(『大
正
大
学
研
究

紀
要
』
第
七
十
二
輯
、
昭
和
六
十

一
年
十
月
二
十
五
日
刊
)
。

2
 
牧
田
諦
亮
稿
「
人
間
像
善
導
」
(『目
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
四
二
号
、

昭
和
五
一
年
刊
)
。

3
 

は

『浄
全
』
四
、
三
一
頁
、

は
同
上
三
二
頁
。

4
 
久
本
実
円
稿
「
法
事
讃
製
作
年
時
の
一
考
察
」
(『真
宗
研
究
』
第
十
五

輯
、
昭
和
四
五
年
十

一
月
、
百
華
苑
刊
)
。

5

『支
那
仏
教
史
跡
解
題
』
二
、
二
一
頁
。

6

『竜
門
石
窟
の
研
究
』
(東
方
文
化
研
究
所
編
)
三
八
頁
参
照
。
尚
、
願

文
が
そ
れ
ぞ
れ
箇
有
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
例
と
し
て

次
の
よ
う
な
文
が
見
ら
れ
る
。

(1
)

智
顎

の

『
敬
礼
法
』

の
願
文
、

(
『
正
蔵
』
四
六
。

七
九
四
-

五
頁
)
。

(2
)

三
階
教

『
七
階
仏
名
』

の
文
、

(
『
三
階
教

の
研
究
』

五

一
九
頁
)
。

(3
)
竜

門

…
第
十
窟

の
願
文
、

沙
門
智
運
奉
二
為
天
皇
、

天
后
、

太
子
諸
王
、
敬

造

一
万

五

千

尊

像

一

寵

(
『
支
那
仏
教
史

跡
解
題
』

二

一
頁
)

こ
れ
等

の
例
か
ら
見

て
も
、

善
導

の
願
文

の
持

つ
特

異
性

が
考
え
ら

れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

7
 
拙
稿
「

隆
閲

法
師
碑
訳
註
」

(孫
浮

生
著

『
中
国
浄

土
教

論

集
』
収
、

昭
和

六
〇
年
、

文
化
書
院
刊
)

一
〇
〇
頁
参
照
。

8

『
旧
唐
書
』
巻

五
、

本
紀

第
五
、
高
宗
下

(
中
華
書

局
刊
)

九
九
頁
。

9
 
註

4
の
久
本
論
文

に
同
じ
。

10
 
佐
藤
成
順
稿
「

善
導
書

写

『
阿
弥
陀
経
』
願

文

の
思

想
」

(
同
著

『
中

国
仏
教
思
想
史

の
研
究
』
収
)

三
」
○
頁
以
下
参
照
。

11
 
註

2
の
牧

田
論
文

に
同

じ
。

12

『
法
事
讃
』
巻

上

(
『
浄
全
』
四
、

四

頁

下
-

五
頁

上
)
。

同

上

(『
浄
全
』
四
、

七
頁
)
。

同

上

(
『
浄
全
』
四
、

十

二

頁
)
。

同

上

(『
浄
全
』
四
、

十

四

頁
)
。

『
法

事

讃
』
巻

下

(
『
浄
全
』
四
、

一
=

頁
)
。

同
上

(
『
浄
全
』

四
、

二
二
頁
下
-

二
三
頁

上
)
。

悠

良

忠
著

『
法

事

讃

私

記
』

の
相

当
箇

処
。

『
浄

全
』

四
、

四

一
頁

下
。

同
上
、

四
四
頁

上
。

同

上
、

五

〇

頁

下
。

同

上
、

五

一
頁

下
。

同
上
、

七
九
頁
下
。

同
上
、

八
三
頁
上
。

(大

正
大
学
講

師
)

『
浄
土
法

事
讃
』

に

つ
い
て
 
(
金

子
)
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